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   ＜あらまし＞ 本研究では高等学校普通科のキャリア教育について、地域と連携した体験的学習プ

ログラムにおける生徒の学びを明らかにする。その上で、地域と連携した体験的学習プログラムにお

いて、生徒が地域での経験と学校での教科学習とを架橋（ラーニング・ブリッジング）し、自己の将

来と結びつけて振り返るための活動を開発しその評価を行う。 
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１．はじめに 

2011年中央教育審議会は、「今後の学校におけ

るキャリア教育・職業教育の在り方について」と

いう答申のなかで、キャリア教育を「一人一人の

社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能

力や態度を育てることを通して、キャリア発達を

促す教育」と定義し、幼児期の教育から高等教育

に至るまでの体系的なキャリア教育を提言して

いる。文部科学省高等学校教育部会もまた 2012

年に、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

とともに、「社会・職業への円滑な移行に必要な

力」や「社会の一員として参画し貢献する意識な

どの市民性」を高等学校で生徒に最低限習得させ

るべき「コア」の内容と定め、キャリア教育の重

要性を指摘している。コアの力は生徒の進路・キ

ャリア選択にとって重要であるだけでなく、大学

で主体的・能動的に学ぶために必要な力としても

重要視され、キャリア教育と高大接続両方の観点

から、高等学校までの教育で修得すべき力と考え

られている。OECD の調査では日本の高校生は

教科学習への自信や自分の将来のために教科学

習をがんばろうとする気持ちが海外と比べて低

く（国立教育政策研究所 2010）、今後は高校生が

教科学習を自らの将来や社会と結びつけて考え

るための幅広いキャリア教育が求められる。 

2012 年に国立教育政策研究所が行った調査で

は、80.4%の高等学校にキャリア教育の年間指導

計画があり、うち約 8割が学級活動・ホームルー

ム活動や総合的な学習の時間におけるキャリア

教育を計画していた。特に、インターンシップや

社会人の講話等の体験的学習は多くの高等学校

で実施されている。実際に高等学校普通科に行っ

た調査では、ホームルーム活動や総合的学習での

キャリア教育に関する時間の多い学校は、時間の

少ない学校に比べ生徒の汎用的技能がいずれも

高く（長田・清川・翁長 2017）、体験的な学習プ

ログラムは生徒の学習意欲や汎用的技能を高め

るといえる。 

しかし高等学校の普通科は、専門学科や総合学

科に比べてキャリア教育における体験的学習の

実施や計画の割合は低い。一般に大学への進学を

目指す生徒の多い普通科では、キャリア教育の内

容も大学選択や進路選択に絞られがちである。大

学での学びが変わる中、高大接続の観点から見て

も高等学校普通科には、進路指導に留まらない幅

広い体験的学習や、そこでの経験を日々の教科学

習や自分の将来や社会と広く関連づけて考えら

れるようなキャリア教育が求められる。 

２．研究の目的 

本研究では、高等学校普通科における地域と連

携したキャリア教育プログラムについて、生徒の

経験と学びを明らかにする。その上で生徒が地域

での経験から得た学びを日常の教科学習と架橋

し、自らの将来の進路や社会と結びつけるための

プログラムを開発し評価を行う。 

初等・中等学校のキャリア教育では、2008 年
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に経済産業省が地域や企業と学校を結び付けて

キャリア教育を実施する「キャリア教育コーディ

ネーター」を認定するなど、地域と連携した活動

に力が入れられている。高等学校の普通科におい

ても体験的学習としてインターンシップや社会

人の講話にとどまらず、生徒たちが地域の人々と

交流しながら地域課題の解決に取り組む学習が

行われている。大学における学生の能動的な学び

やサービス・ラーニング、PBL（Problem/Project 

based learning）の実践については研究が進み、

地域での活動が学生の市民性獲得や深い学びに

つながることが明らかとなっている（木村・河井

2012）。しかし、地域と連携した体験的学習プロ

グラムにおける高校生の学びに関する研究はま

だ少ない。高大接続の観点からも、高等学校にお

ける地域と連携した体験的学習が生徒の汎用的

技能や将来への意識にどのような影響を与える

かについて明らかにする必要がある。 

また本研究では、地域と連携した体験的学習に

ついて、生徒が地域での体験を日常の教科学習や

自分の将来と結びつけて考えることができるよ

うな支援プログラムを開発し、評価する。大学に

おけるサービス・ラーニングの研究では、授業外

での学習と授業での学習を架橋（ラーニング・ブ

リッジング）することが、学生の学びと成長にと

って重要であることが指摘されている（河井・溝

上 2011；河井・木村 2013）。地域で行う体験的

学習の経験について、日々の教科学習や自分の将

来の進路と結びつけて振り返ることが生徒のよ

り高い学習意欲や深い学びにつながると考えら

れる。 

３．研究の方法 

（１）体験的学習における学びに関する研究 

本研究では高等学校普通科で行われている地

域と連携した体験的学習プログラムを事例とし、

そこでの生徒の体験と学びについて分析を行う。

2018年 6月に岡山県立 A高等学校に行ったヒア

リングでは、生徒たちが外部講師の協力を仰ぎな

がら地域の企業にインタビューし、その内容を動

画にまとめる活動を行っていた。本研究では高校

時代に地域での体験的学習を経験した大学生に

対して半構造化インタビューを実施し、地域での

活動体験が大学での学びや進路意識にどのよう

に影響したかについて分析を行う。 

（２）学習の架橋を促す活動の開発と評価 

また本研究では（１）をもとに、生徒が地域で

の体験について、日常の教科学習や自らの将来と

結びつけて振り返るための学習プログラムを開

発し、評価を行う。総合的学習の時間などに地域

と連携して行う体験的学習は、学校での教科学習

を社会の諸課題と結びついた真正な学習とする

可能性を有している。岡山県立 A 高等学校の地

域と連携した体験的学習プログラムにおいて、事

後に地域での体験を教科学習や自分の将来と結

びつけて振り返るためのワークシートと活動を

設計し、こうした活動を実施した場合としなかっ

た場合とで、生徒の日常の学習意欲や進路選択意

識に違いがあるかを比較する。 

 振り返りにはナラティブに着目し、デジタルス

トーリーテリング（DST）など高校生と大学生が

共同で体験を振り返って語る活動をデザインす

る。佐藤ら（2013）は、「経験の意味づけ」を行

う活動には DST が適していることを指摘してお

り、荒木・佐藤（2018）では、子育て期女性が

仕事と家庭という異なる二つの領域を架橋する

ための支援活動として、DST が有効であること

を見出している。本研究では高校生が身近なモデ

ルである大学生と共同で振り返りを行うことで、

地域での経験を教科学習や自らの将来と結びつ

けて考えることができるのではないかと考える。 

４．考察と今後の課題 

 本研究は岡山県立 A 高等学校普通科を事例と

するものであり、研究で得られた知見を一般化す

るためには、今後は都市部など他地域の高等学校

についても研究を行う必要がある。また地域と連

携した体験的学習だけでなく、その他のキャリア

教育プログラムについても見ていく必要がある。 
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